
新聞やTV報道の中で唯一疑問に思ったのは，開会式に出席
した安倍首相が式後の会見で，今後4年で40億㌦を投じ，
インフラ整備や人材育成などハード，ソフト両面で各国の
防災対策を支援する「仙台防災協力イニシアチブ」を発表
したことである．恐らく会議に弾みをつけようと単純に発
想したのであろうが，安易に膨大な金額を提示するのはこ
の人の悪い癖である． 



宮城教育大学が文科省・日本ユネスコ国内委員会と共同主催
した総合フォーラム『持続可能な開発のための教育を通じた
防災・減災の展開～より良い子どもたちの未来に向けて～』
は千人以上の参加者を得て大変好評であった． 

宮城教育大学の国連防災世界会議への参加状況 

せんだいメディアテークで開催したセミナー『被災地の教員
養成大学として歩んだ４年～宮城教育大の軌跡』のスナップ 



大川小学校
の津波災害
についての
フォーラム
は満席の上
熱気に包ま
れていた． 

14日夕刻からは市民活動サポートセンターで開催
された「大川小学校事故の真相はなぜ解明されな
いのか」と云った趣旨のフォーラムに参加した．
講演は当事者側から佐藤敏郎氏と西條剛央氏の他
にコメンテーター３氏．会場は立見席まで一杯に
なるほどの熱気に包まれていた．結局のところ，
事故検証委員会は失敗に終わったとする関係者の
集まりであったようである．“学校周辺の金谷地
区の被害が(も)なぜ同じように大きかったのか”
が解明されない限り大川小学校の問題だけを見て
いたのでは先へ進めないのではないかと思われた
ので，終了後にアンケートで意見を求められた際
に，そのような感想を記入して提出してきた． 


